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あなたのことを想い､支えようとし

ている人は必ずいます｡もしそうじゃ

ないのなら､この大震災を機にそんな

社会にしようではありませんか｡そし

て一緒に生きていきましょう。

』
〆

…ﾝ擬~：耐モノレール

て届けだ【】

ＬＬ

ながれの岸のみそはぎは､だれも知

ら歯い花でした。

ながれの水ははるばると、とおくの

海へゆきました。

大きな、大きな、大海で､小さ』@ｔ、小

さな、一しずく、だれも、知らない

みそはぎを、いつもおもっておりま

した。

それは、さみしいみそはぎの､花か

らこぼれたつゆでした。

出てこないのではないでしょうか｡人

と人との心のふれあい､その人の心に

届く他の人々のいたわりや優しさ､そ

んなものからその力は引き出される

ように思います｡私どもの事務所の近

くに病院があります｡その病院に毎

週､通っておられる老夫婦がおられま

す｡奥さまの方はたぶん認知症気味な

のでしょう､.H那さまがいたわるよう

に奥さまの手を引いてゆっくりと歩

いて病院に向かわれます｡そのお二人

の姿をお見かけするたびに､私の胸は

優しい気持ちであふれてきて､生きる

力が湧いてくるのです｡お二人もそれ

ぞれの手のぬくもりがあるから前を

向いて歩いておられるのではないで

しょうか。

金子みすずに｢みそはぎ｣という詩

暑中お見舞い巾上げます

がありますｃ特に､東北の大地震や大津波､原発

鞭故で被災された拷さま、そのご家

族､ご親族の皆さま､心よりお見舞い

'|'し上げます｡また援助に尽力されて

おられる皆さま、本当にご苦労様で

す｡斜い夏､くれぐれもお身体御門愛

ください。

それにしても今回の震災のような

凄まじい''１然の猛威を兄せつけられ

ると、人間という存在の弱さ､はかな

さを爽感させられます｡その一方で、

たくさんの大切なものを失われた

方々が､少しずつ立ち上がり始められ

ている姿を拝j,ILすると､人間という存

澗ﾐの強さ､崇商さというものを感じま

す｡弱いけれど強い､人間はそんな不

思議な力を持つ存在のようです｡しか
しこの不思議な力は一人ぼっちでは

墨みなさんといっしょに環境や社会の側巡遊
糟え､紙伽を作っていきま魂
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１９６３年１月１日放送を開始した鉄腕アトムは我が国の夢と希望の象徴であった｡科学技術の進歩が私たち

に豊かさと幸せをもたらしてくれると信じていた｡原子爆弾による地獄のような被害を受けた我が国で､原爆投

下からわずか１７年余りでアトムという名の人間以上にヒューマニズムあふれる少年ロボットがヒー□－となった

のは､当時の米ソによる殺りくの道具としての原子力利用を批判し､原子力さえも科学の力でコントロールし、

人々の幸せのために平和的に使っていきたいという夢が私たちにあったからではないだろうか｡しかし､その思

いは裏切られた｡原子力は科学からいつの間にか非科学的な｢安全神話｣にすり替えられていた｡それが今回

の原発事故で明らかになった｡私たちは今後､原子力をどうすればいいのだろう｡そのことを考える材料になれ

ばと思い､様々な人々の原発に関する発言の中からおすすめのものを整理してみた。

～わたしたちが､一貫して求めてきた､平和

で_豊かな社会は､何によって､枇なわれ､ゆ

がめられたのでしょうｃ

Z 稗えは簡単です｡効率です｡｢effeciency‐

です｡(略）

安全で効率的であったはずの原子炉は、いまや地獄の蓋を

開けたような'惨状を呈してします｡原子力発咽を推進する

人々の主張した現実を見なさいと言った現実とは、実は現実

でも何でもなく、ただの表面的な便蹴に過ぎなかったのです。

それを彼らは､現実という言葉に瞳き換え､論理をすり枠えて

きたのです｡それは､日本が長年にわたって誇ってきた技術ﾉＪ

神話の崩壊であると何時に、そのようなすり粋えを許してき

た､わたしたち'1本人の倫理と規範の敗北でもありました。

｢安らかに眠ってください｡過ちは繰り返しませんから」

わたしたちは､もう一度その言葉を心に刻み込まなければなり

ません｡～

～原子力というのは今lLIIの事態でも良く分

かりましたけれども、蛎故処理に於いても、

、毎 Ｊ =
止めるに於いても、超法規的な権力が無

ければなかなかできるものではない｡(略）

原発と正式な法的手続きや民主主義は両立

しない｡核を管理できるだけの超強力な権力がなければでき

ないと｡それが無いような国はやるべきじゃないんです｡～

～スウェーデンでは、持続可能な社会にｉｆ'」

け､地域のエネルギー資源を活用する取り

組みが進んでいます｡電力市場を開放し

ていて、市民はエコマークのついた胤然エネ

ルギーの電気を選ぶことができるのです｡(略）

私たちには消費者として電気を選ぶ権利があるはずです。

原発の電気を使えば、使用済み核燃料という放射性物質が

どんどんたまっていく｡自分たちの暮らしの延長線上に、核や

放射能汚染があることを国民全員が意識し、どうしたら安心

して謀らせるのか考えないといけないと思います｡～

～今111|の原発4『故は人間の思い上がりを

象徴するものです｡このような技術文明は

近代合理主義の行き着いた果ての姿かも

しれません｡経済発腿は、無理のない着実

な程艇がよいのです｡それなのに大局観もな

<突き進み､成挺のために原発はやめられないと思いこんだと

ころが問題でした。

通.11ﾐに計算し''１１:すと、原発のコストは商い｡地域への交付金

や放射性廃棄物処理、'ji:故対策などの蛮川に加え､ヨル故が

あったときの補仙独も、私たち金融機関からみると『経常費

川』として計算に入れなければなりません｡純民間ベースなら

原発邪推に融盗する銀行は一つもないはずです｡～

’彦一三電～今後の↑肋源の主力は自然エネルギー

鶴濁頚隣選羅
、髄＝=錨短期間で実現に結びつけることができる｡震

災復興の経済刺激策としても、エネルギーリスクや地球温暖

化防止の対策としても極めて有効です｡(略）

これからは、風力や太陽光、小水力などの小規模発噛の導

入によるエネルギーのIfl給自足で、市民と地域が自らの未来

を選択する｢エネルギーデモクラシー｣が日本に求められてい

ます｡～

彫テーーミ９
（‘８９年ふゅ－じょんぷろだくと図説危険な話）

～、然の与えてくれる恵みとはちがい、核

や人匝放射能という、タタリの強い危険な

シロモノを人類は未来永劫に管理処理し

ける蛍任を負わなければなりません。

･てしまったダイナマイトを、次々と次代に受導火線に火をつけてしまったダイナマイトを、次々と次代に受

け渡していく＃峨任な図は、ドタバタ喜劇のヒトコマに似てい

ますが、こちらは決して笑えない｡ゾッとするイメージです｡次

代に受け渡すべきは、まず太陽の下、汚れのない大気と水、

そして蝋かな大地であらねばならないのに｡～
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●みな様からの暮らしの智恵やおもしる情報

お勧めの書籍など､どしどしお寄せ下さい

実務修習で話世話にな理ました

８

初めまして｡新第64期司法修習生の田代知愛と申します。

私は､今年の３月末から約２カ月間､小倉東総合法律事務所

の我那覇先生の下で弁護実務修習をさせて頂きました。

我那覇先生から学んだことは､裁判の手続や法的問題に

｢福島原発
どうする日本の原発政策」

安斎育郎著かもがわ出版

放射線防護学者の立場から､－貢して

安全神話を批判し続けてきた著者｡事

故の実態と対策､原発とエネルギー政

策の今後｡４０年前からの主張内容に「

未完成な技術｣と利潤追求の恐ろしさ、

｢人災｣の意味を知ります。

｢宮城県気仙沼発１
ファイト新聞」

ファイト新間社河出書房新社

気仙沼小学校で避難生活を送るB歳の

少女が創刊し､その後も子どもたちの

手で発行される｢ファイト新聞｣｡大人た

ちを勇気づけ､マスコミでも大きく取り

上げられたその紙面と､被災地の子ども

たちの等身大の様子をまとめたもの。

ついて､依頼者に分かり易く丁寧に説明することのみならず､依頼者の話を沢

山聞くことの大切さです｡これにより､問題解決に必要な情報をより一層取得

することができる上に､依頼者が話すことで精神的にも落ち着いてきて､｢自ら

も積極的に問題を解決しよう!｣｢大変だけど頑張ろう!｣という意欲が湧いてく

るのではないかと感じました。

私も､我那覇先生のように､法律相談終了後､依頼者が表情をバツと明るく

して帰っていけるように､弁護士として知識や経験を研讃していきたいです。

実務修習中には､荒牧先生や､縄田先生､江上先生にも大変お世話になりま

した｡依頼者の為に､多少難しそうな法的問題であっても､あらゆる方策を尽く

すこと､法律の勉強のみならず､数多くの人と接して実社会経験を積むことの

大切さ等を学びました。

２カ月間という短い期間でしたが､とても面倒見の良い先生方や事務員さん

に囲まれて､数多くの事件を傍聴させて頂き､非常に貴重な経験ができました

ことを感謝しております。

「

し

いわき市からの原発震災報告いわき市からの原発震災報告塾

怒りの声を大きな束に

３１１１１日は八シ場ダム訴訟の前橋地裁控訴審に出廷

のため上京した｡裁判終了後､神、駅に到椅した時に電

車が大きく揺れた｡私は､これが人災'iiifである'11:を111[感し

｢こういう時にこそ､家に残してきた妾にﾉ亡気な顔を兇せる

のが夫の義務である｣と号えた｡まず､腹を満たしておこうと

思ったが､神田駅周辺の店舗が次々とシャッターをドろし

ていた｡ようやく見つけたスターバックスでｻﾝドｳｨｯﾁを食

べながら帰宅の方法をｱﾚｺﾚ検討したが｢こういう時にこ

そ､金は使うものだ｣と考え､タクシーで洲I)る'11:にした｡タク

シーを拾うのに1時間余を要した｡人の粋雌する駅を離れ、

車が減速する工事現場付近に陣取っていたが､寒さの増

してきた午後5時､卜過ぎに1台のタクシーが客を降ろした。

私は駆け寄って有無を言わさず体を捻じ込んで､シートに

沈み込み､｢福島県のいわきIliまで｣を繰り返した｡それか

ら延々18時間半タクシーを乗り継いで､いわき巾の我が家

に着いたのは12日の12時過ぎであった｡その後の私の人

生は大きく変わった｡これまでの弁維上としての蒋破の全

て(と言って大したものがある訳ではないが)と､今後の作

福島県いわき市在住

弁護士広田次男

り出せる時間の全てを原発関連訴訟に注ぎ込むことにし

た｡そのスタンスが被災住民に如何に寄り添うかの点にあ

る事は言うまでもない。

原発は｢難しい｣課題である｡まず､社会堆盤の全てが

破壊されているわけであるから､被'1単内容が樋めて多様

化されている｡従って､過不足なく被滞実態を捉えたうえで

の要求の組織化が困難である｡現場への密ｲ'↑を繰り返し

た｡内水1m漁業協同組合は､柵,I;!)県|ﾉﾘの川･湖ごとに１９

単協を結成している｡｢鮎は頭から尻尼まで食べるものだ

が､役人は頭と内臓を取って､三枚にオロシてから放射能

を測っていったよ｡あのやり方ではコウナゴは二枚にオロ

セないから放射能が高いわけだ｣と組合紳部は役人への

不信を露骨に語った｡釣舟､渡船は小名浜港･机馬港へ

の釣客で成り立ってきた｡｢釣客の釣った魚は光りIllliされ

ることがないせいか､東電は俺らのことはｲ;ＭＦにしないよ」

と業者は東電への不信を露わにする｡現場からは怒りの

声が次々と聞こえてくる｡この怒りの声を大きな火にするこ

とから､始めていきたと思っている。
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